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沖永良部島アーニマガヤトゥール墓の墓室正面構造

Front Face Structure of Animagaya Old Tombs, Okinoerabu Island
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沖永良部島知名町に所在するアーニマガヤトゥール墓と喜界島赤連喜界高校南側の古墓群１号墓の墓室正面構造を
比較した。規格（大きさ）の面では両者に大きな差異はないが、装飾面では赤連喜界高校南側の古墓群１号墓の装飾
は右側のみで非対称であり、左右対称の装飾をもつアーニマガヤトゥール墓とは異なる。現在のところ、アーニマガ
ヤトゥール墓の墓室正面構造と同一の正面構造をもつ古墓は琉球列島内に認められない。
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１．はじめに
鹿児島県大島郡知名町の町指定史跡であるアーニマガヤ
トゥール墓は、沖永良部島南東部の知名町赤嶺字満がや原
に所在し、標高約110ｍに位置する。琉球石灰岩を掘り込
こんで墓庭を設けており、岩壁に横穴を掘り墓室としてい
る。墓本体の周囲には、石積みが配されている。沖永良部
島の中世～近世にかけての葬墓制文化を総合的に検討する
上での重要な史跡である（宮城，2016）。伝承によると、
墓の構造は、薩摩侵攻以降に日本式の影響を受けて造られ
たと言われている。しかし、構造のどの範囲に反映されて
いるかはわかっていない。また、かつて墓室出入口の方形
状枠の面に「天保」年号の文字が刻まれていたとの言い伝
えも地元にはあったらしい（先田，1999）。しかし、現在
では、「天保」年号の文字は確認できない。
アーニマガヤトゥール墓の特徴は、墓室正面が唐破風の
意匠と考えられる造りで表現され、且つ石灰岩の岩盤に直
接加工されている点である（図１）。このような古墓は、
現在の所、沖永良部島内では類例はみられず、筆者が把握
している限りでは沖縄諸島でも類例はない。
現在、知名・和泊両町は連携し、沖永良部島の古墓群の
国史跡指定を目指す事業を進めている。本事業の2023年度
の「古墓調査検討委員会」が2023年11月に開かれ、その中
で、喜界島の赤連喜界高校南側の古墓群１号墓に装飾を施
した墓正面を持つ古墓があるという情報が示された。
関根（2023）によると、喜界島の赤連喜界高校南側の古
墓群１号墓は墓室正面の入口右手に出窓を有し、格子目透

かしの板石が嵌め込まれている。その右には五輪塔が陽刻
されるなど、喜界島の古墓の中で突出して凝った造りと言
及されている。
今後、沖永良部島における古墓構造を解明していくため
には、喜界島例との比較は必要になる。そのため、今回、
喜界島赤連喜界高校南側の古墓群１号墓の墓室正面構造の
調査を行い、その成果を比較検討し、アーニマガヤトゥー
ル墓の墓室正面構造について、若干の考察を行った。

２．調査方法
今回、喜界島の赤連喜界高校南側の古墓群１号墓正面入
口の出窓の規格をコンベックスで計測し、アーニマガヤ
トゥール墓の方形状枠と規格（大きさ）の面での比較を
行った。

３．計測 ･ 観察結果および若干の考察
赤連喜界高校南側の古墓群１号墓（図２･ ３）の出窓の
規格は、幅約108㎝、高さ約55㎝、奥行は約16㎝である。
出窓の下にある連子窓状の枠の規格は、幅約108㎝、高さ
約70㎝である。アーニマガヤトゥール墓の墓室正面（図４）
の左側方形状枠の規格は、幅約69㎝×高さ約72㎝、奥行は
約18㎝である。その下の長方形状の枠は、幅約77㎝、高さ
約27㎝、奥行約７㎝を測る。墓室正面右側の方形状枠の規
格は、幅約64㎝×高さ約75㎝、奥行約24㎝。その下の長方
形状の枠は、幅約68㎝×高さ約30㎝、奥行約８㎝である。
アーニマガヤトゥール墓と赤連喜界高校南側の古墓群１
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号墓を比較したところ、墓室正面構造の規格（大きさ）に
おいては、両古墓とも大きな違いはないことがわかった。
しかし、装飾やそれを施している範囲については若干違い
がある。アーニマガヤトゥール墓は、墓口の両側に方形状
枠と枠中の窪みの中に社寺建築技法と考えられる装飾が施
されている。それに対し、赤連喜界高校南側の古墓群１号
墓は墓口右側のみに精巧な装飾などが設けられている。墓
口に対し、アーニマガヤトゥール墓は左右対称の装飾であ
るが、赤連喜界高校南側の古墓群１号墓は右側のみの装飾
である。装飾の対称・非対称に意味があるのか、琉球列島
内での類例を探しながら、この問題について今後も検討を
続けていきたい。
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図１　アーニマガヤトゥール墓の全景（沖永良部島知名町）

図２　赤連喜界高校南側の古墓群１号墓（喜界島）
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図３　赤連喜界高校南側の古墓群１号墓　出窓付近近景（喜界島）

図４　アーニマガヤトゥール墓の墓室正面構造（沖永良部島知名町）


